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た例外を除き禁じられています。大学，病院，診療所，企業などにおいて，業務上使用する目的（診療，研究活動を含む）で
上記の行為を行うことは，その使用範囲が内部的であっても，私的使用には該当せず，違法です。また私的使用に該当する場
合であっても，代行業者等の第三者に依頼して上記の行為を行うことは違法となります。
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　第 100 回日本泌尿器科学会総会（会長東京大学本間之
夫教授）が盛会裡に終えられた。今年の総会は，例年の
学術集会に加えて，第 100 回記念式典などが厳かに執り
行われ，印象深い学会であった。会員にとっては，先達
が築かれた輝かしい 100 年の歴史を振り返り，これから
の泌尿器科を展望する機会が得られたものと思う。
　本間会長によると，今年の総会では 3 つのこと（�1 全
国各地で開かれた市民公開講座，�2 「アップデート」での 
15 の講演，�3 international session）に力を入れられたと
のことである。これらの企画は，いずれも当初の目論見
は達成されたものと思う。多くの聴衆が一堂に会し，豊
かな内容であった。あえて言えば，日泌学会の国際化を
推し進めるために設けられた international session の参加
者は，これまでの日泌総会と同じように十分ではなかっ
たのは，これからの「課題」と言える。
　日泌総会が 100 回と数を重ねるにつれ，改革すべき「課
題」が山積している。そこで日泌学会では，「総会委員
会」が新設され，日泌総会のあるべき姿が検討され始め
た。委員会のメンバーは第 98 回から第 102 回までの総会
会長と窪田学術委員長の 6 名で，不肖ながら私が委員長
を仰せつかった。
　日泌総会のあるべき姿を検討するにあたって整理して
おくことは，日泌学会がかかえる現状に加えて，国内外
の医療の趨勢がある。日泌学会について言えば，会員は
漸増して 8,000 名にも達し，参加者は 6,000 名前後，一
般演題数も 1,300 前後になっている。企業の方々の参加
も考えると，学会場，アクセス，宿泊など，インフラの

整備は喫緊の課題である。演題数が増えている一因は専
門医の取得における点数制とも関係深いことから，対応
策は多面的に考えるべきものである。
　総会の経費を有効に使い，総会の運営を効率的に行う
方策を打ち出すことも重要だ。その 1 つに，学会の運営
会社を数年単位で固定化することは検討に値する。この
ことにより，前年度までの総会のデータやノウハウが活
用されることから，印刷費，通信費，事務費などが軽減
されることが期待される。もっとも運営会社を固定化す
るにあたっては，厳正に選ぶルール作りと，運営会社を
管理する日泌事務局の体制を強化することが先決とな
る。
　学術プログラムは，その年度限りのものが散見され，
継続性が少ないことは反省したい。卒後教育プログラム
は日泌の教育委員会が主導して数年単位で決めている。
学術プログラムも同様に，学術委員会が主催校の独自性
を保ちながら協調して，前年度までの内容を考慮し，医
学の進歩に即応した企画を打ち出すことが大切だと思う。
　その他にも，前述の国際化については，一般演題にア
ジア諸国から応募されるようになることが当面の目標だ
と思う。そのためには，Int J Urol において演題募集をし，
英語発表を段階的に増やすことを国際委員会などと合同
で横断的に検討する時期にきていると思う。
　誌面の都合上，すべてを書ききれなかったが，読者の
方々からの日泌総会に対するご意見をぜひお届けいただ
きたい。
 （郡　健二郎）
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